
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 日(土)  

2 日(日)  

3 日(月) フッ化物洗口 

4 日(火)  

5 日(水)  

6 日(木)  

7 日(金) プール終了 

8 日(土)  

9 日(日)  

10 日(月)  

11 日(火)  

12 日(水) 協力保育期間 

13 日(木) 協力保育期間 

14 日(金) 協力保育期間 

15 日(土) 協力保育期間 

16 日(日)  

17 日(月) 礼拝・フッ化物洗口 

18 日(火)  

19 日(水) 英語であそぼう 

20 日(木)  

21 日(金)  

22 日(土)  

23 日(日)  

24 日(月)  

25 日(火) うさちゃん教室 

26 日(水)  

27 日(木)  

28 日(金) お店屋さんごっこ 

29 日(土)  

30 日(日)  

31 日(月)  

聖隷こども園夢舞台 

第 113号 

令和 8年 8月 3日 
園だより 

8 月の予定 
８月の予定 

 １２日(水)～１５日(土) 協力保育期間となっています。 

   家庭保育のご協力ありがとうございます。 

 ２８日(金) お店屋さんごっこ 

   ５歳児さんが楽しいお店を作ってくれています！ 

    何があるかはお楽しみに～♪ 

8 月のねがい 

0.1.2 歳児…まわりの人に愛され、神さまにまもられていることを感じる 

３歳児…愛されている自分、家族、友だちが穏やかで平和であることを願い、祈る 

4.5 歳児…神さまは私たちに平和を創り出すことを望んでおられることを知り祈り合う 

オジギソウ！！ 

皆さんは「オジギソウ」を知っていますか？昔は色んな所にあり、触っ

て遊んだりしたかと思いますが、今は見られなくなりましたね。 

先日、地域の方が（いつも走りながら国道のゴミ拾いをしてくださって

いる方）子どもたちに…と持ってきてくださいました！！子どもたちは

初めて見る植物に「なに？なに？」と興味津々！ 

触ったら萎む葉っぱに「なんで～！？」と驚いたり、夢中になる姿が見

られましたよ☆ピンクの花が咲いているのを疑問に思ったり、匂いをか

いでみたり、とげがあることに気づき、「気をつけよ」と話し合う姿も。

植物一つでもこんなに子どもたちの心が刺激されています♪ 

スイカ割り 

 今年度もスイカ割りを楽しむことができました～！ 

 気温が高いこともあり、室内での開催でしたが、大盛り上がり！！ 

先生たちが目の前ですいかを切り、みんなで一緒にテラスで食べまし

た。冷たくて甘いすいかに「おかわり～」の声が止まりませんでしたよ！ 
青葉会の皆さま、保護者の皆さま、 

美味しいスイカをありがとうございました。 

 

８月新入園児紹介 

ひよこくみ  

たけしろ ゆめ さん 

いっぱいあそぼうね♪ 

年々夏の暑さが厳しさを増し、今年の７月もWBGT（暑さ指数）が、高すぎてプールが

中止になる日がありました。ギリギリできても冷たくて気持ちいいはずのプールは、大き

なお風呂のようです。しかし、子どもたちは、とても楽しみにしていて「今日は、できな

い」と伝えると、とても残念そうな「えええ～」という声が響き渡ります。 

暑さで、大人は体力気力が奪われてしまいますが、子どもたちには「関係ない！」と言わ

んばかりの元気な姿でとても嬉しく、プールで遊ぶ無邪気な笑顔に癒されます。 

お忙しい中での毎日の水着や着替えのお洗濯や準備のご協力ありがとうございます。 

その中で８月は、原爆投下、終戦記念日など日本にとって忘れてはならない歴史がありま

す。過去、現在の出来事に心を寄せながら、プールができること、スイカ割りができるこ

と、お友だちや家族と楽しく過ごせること…ささやかに思える日常が本当に有難いことだ

ということを感じます。 

 そんな日常を突然奪われた７月２8日、熊本でマグニチュード７．１の大地震が起きま

した。停電や火災が起き、道路や橋の損壊、建物の倒壊・・・がれきの中の人たちを救出

す姿などニュースで見た時は、阪神淡路大震災を思い出し震えました。園でも保育中での

出来事で、もし自分たちの身に今また降りかかったら・・・子どもたちを守るには・・・

改めて、他人事ではなく自分事として考え最善の策を考えていきたいと思っています。 

職員も防災の研修に参加し日々アップデートしています。先日は、保護者の方にナップザ

ックを用意していただき、子どもたちの好きなお菓子や水を入れてもらい園に常時置いて

おくなどの意見も出ました。毎月の避難訓練のなかで、子どもたちが先生の誘導に従い自

分の命を守れるよう引き続き伝えていきます。 

 

まだまだ暑さが厳しい日が続きます。登園前のお子さんの体調や朝食の様子を確認してい

ただき、気になることがあればお知らせください。 

 

今日も元気に登園してくれる子どもたちに感謝します。 
 

ひとり一人の力は微力でも、集まれば大きな力になることを兵庫県民は知っています。

あの時、助けていただいたことを誰もが忘れていません。 

聖隷こども園夢舞台として力になれたらいいなと思っています。 

もしよろしければ、下駄箱の上に募金箱を置いておくので 

ご協力お願いします。 

熊本県の被災された方々の日常が早くもどり、街が復興する 

ことを心から願い祈ります。 

 


